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一 管理運営の状況
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二 管理運営に係る評価

（モニタリングシートの結果によって評価）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

サービスの質の向上

　施設に配置された職員のうち2名が手話を習得することにより、聴覚に障害のある利用者
へのスムーズな応対が可能となる体制を整えたほか、併設施設である障害者福祉セン
ター、社会福祉協議会泉区事務所等の窓口案内にも対応している。　また、利用者等へ
アンケートを実施した結果抽出された課題については、利用団体の代表者等で構成され
る運営委員会で改善点等をまとめ、利用者へ公表するなどサービス向上に努めており、
評価できる。
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 　施設運営の基本方針を定めた事業計画に基づき目標を定め、企画立案が行われてい
る。また、地域住民や利用者のニーズに応じた各種講座やセンターまつりの開催により、
地域住民との良好な関係を継続して構築するとともに、地域福祉の拠点としての機能も果
たしており、評価できる。 さらに、近隣にある福祉施設とも定期的に連絡会を開催する等
連携を密にしており、また、地域要望に基づくボランティアマッチング等の取り組みも進め
られている点が評価できる。
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施設の運営管理体制

施設・設備の維持管理

指定管理者評価シート

施設名

指定管理者

指定期間

《収入》

施設の利用状況4

・     その他市が負担した費用　      　18,806千円　（     237千円）

仙台市泉社会福祉センター

社会福祉法人仙台市社会福祉協議会

平成29年4月1日から令和4年3月31日まで

《利用者数》
平成30年度　　　23,179 人（前年度比　  101.7％）
平成29年度　　　22,784 人（前年度比    100.7％）
平成28年度　　　22,632 人（前年度比 　 107.5％)
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《事業》社会福祉を目的とする団体等に対して会議や研修等の活動の場を提供するとともに、各種講
座の開催や福祉情報の提供及びボランティアの育成等を通して市民の福祉に対する理解・参加を促進
し、地域福祉の増進に資する事業を実施する。

評価
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　施設の設置目的に基づいた管理運営上の「基本方針」が確立されており、職員も理解し
ている。また、「基本方針」を館内の掲示板に掲示し、利用者にも周知している。
　傾聴ボランティア育成講座及び手話教室について、引き続き夜間講座を開催したほか、
仙台市社会福祉協議会泉区事務所と協働して地域福祉の担い手育成を目的とした講座
を開催するなど、施設の設置目的を達成できており、評価できる。

評価分野

総則

所見

収支の状況

・     指定管理者に支払った費用　　　27,121千円　（26,478千円）

・     使用料収入　　　　　　　　　   0千円　（　　0千円）

・     その他収入　　　　　　　　　40千円　（　   43千円）

《実施状況》
　利用者アンケート・主催講座参加者アンケート・利用報告書の御意見欄等を通し改善に取り組み、その結
果を館内の掲示板に公開している。また、地域代表・利用者代表・福祉団体代表による運営委員会を設置
し、運営の改善につなげている他、利用団体相談会、交流会、センターまつり実行委員会をはじめ利用者と
の意見交換の場を設ける等利用者の意見の把握に努め、ニーズに寄り添った取組みを行っている。

利用者の声

《費用》

(　)は前年度決算額
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　指定管理業務協定書及び仕様書、その他関係法令を遵守し、適切な施設運営がなさ
れている。個人情報の保護に対する体制については、研修等を行う他、退庁時に書庫の
施錠やクリアデスク等を徹底しており、評価できる。また、ともに福祉避難所に指定されて
いる併設の障害者福祉センターや近隣施設を含めた地域一体での防災訓練の実施に加
え、外部講師による避難所運営に関するイメージトレーニングを行うなど、利用者の防災
意識の向上を図っている点も評価できる。

 　築27年を超える建物であるが、利用者の立場で建物の小規模修繕の必要性などを考
え、適確に設備の維持管理を実施している。その他、植栽外構などの環境整備について
も適切に行われており、評価できる。また、利用者や入居団体等の理解と協力を得なが
ら、新･仙台市環境行動計画に則した取り組みを積極的に行っている。
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三 その他特に評価すべき優れた取組み

　　（指定管理者の優れた取組みを評価する　加点要素）

1

2

3

四 評価総括

◎ 評価担当課（施設所管課）：健康福祉局地域福祉部社会課

評価すべき取組み

―

取組み状況

S

　併設施設である障害者福祉センターはもとより、「泉ふれあいの家」、「泉ひまわりの家」等の隣接する施設と連携
を図りながら、地域で一体となった施設運営を行っており、高く評価できる。
　また、聴覚に障害のある利用者へのスムーズな応対が可能となる体制整備を目的とした職員の手話習得や、利
用者アンケートの結果に基づく夜間講座の開催など、利用者の特性及びニーズに合った事業運営に努めている。
さらに、傾聴ボランティア養成講座や手話教室等の修了者を対象に、スキルアップ研修、ボランティア活動への
マッチング及び自主グループの活動支援など、フォローアップにも力を入れており、地域福祉の担い手確保のため
の継続的・積極的な取り組みが評価できる。

《施設設置者（仙台市）による評価》

《指定管理者（仙台市社会福祉協議会）による自己評価》

　地域福祉の拠点として、貸館による福祉活動場所の提供をはじめ、ボランティア養成のための講座開催及び福祉情報の提供等を通して、市
民の福祉に対する意識、関心を高めるとともに併設の泉障害者福祉センター及び本会泉区事務所、地域の福祉団体と連携を図りながら事業
に取り組んだ。
 ①地域福祉団体の活動拠点
　場所の提供や機材の貸出し等を通しての活動支援をした。また、幅広い見地から意見をいただくために、運営委員会で施設運営への意見・
要望について協議できる体制を整え、利用者ニーズに寄り添ったきめ細かな事業展開に努めた。
 ②地域住民の福祉意識の醸成
　点字・手話などのボランティア養成講座による福祉人材育成や、本会泉区事務所と連携し、地域の福祉活動のネットワークづくりに取組んだ。
また、「センターまつり」では利用登録団体で実行委員会を組織化して企画・運営を行い、ボランティア等の協力や地域住民による出店等の参
加が得られ、関係団体間の連携がより強化された。
 ③地域福祉に関する情報発信・提供の場
　近隣施設により構成する「ぬくもりの里」では、各種会議を定期的に行い、施設間の情報共有を図ることとあわせて、センター主催の各種講
座・教室への参加を促した。また、「センターまつり」では出展団体の活動発表や体験活動等を通じて、団体間の連携を図るとともに、地域住民
等の来場者に福祉関係の情報発信・提供を行った。
　広報紙の「センターだより」は泉区役所・近隣の町内会・市民センターへの配布、本会のホームページへの掲載など、広報活動に力を入れ、
教室・講座の受講者増に努めた。
 ④災害対策の取り組み
併設の泉障害者福祉センター、泉区事務所と防火管理委員会を組織化し、支援を必要とする障害者等に対して安全な施設としての体制づくり
に取り組むとともに、隣接の泉ひまわりの家も含めた防火訓練を年2回実施した。

総合評価

加点評価
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